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日本大学生訪韓団第 2団（派遣プログラム）の記録  

（対象国：韓国） 

 

１．プログラム概要 

 日本全国から選抜された大学生等 20 名が韓国を訪問し，学生交流，ホームステイ，

文化体験などを通じて韓国への理解を深めるとともに，日本の魅力（文化・国民性等）

の発信，日韓の相互理解と信頼関係の増進に寄与することを目的として活動しました。 

また，帰国前の報告では，本訪韓経験を活かした帰国後のアクション・プランについ

て発表しました。  

 

【訪問地】    

韓国ソウル特別市，京畿道城南市・華城市・龍仁市・坡州市，慶尚北道慶州市，釜山広

域市 

２．日程    

3 月 20 日（火） 

金浦国際空港から入国 

 

3 月 21 日（水） 

韓国国立国際教育院訪問 

【学校訪問・交流】水原大学校 

 

3 月 22 日（木） 

【学校訪問・交流】慶煕大学校国際キャンパス 

【視察】サムスンイノベーションミュージアム 

 

3 月 23 日（金） 

【視察】南北非武装地帯（DMZ）（臨津閣等） 

【講義】日韓文化比較について 

ホームステイ対面式 

 

3 月 24 日（土） 

終日ホームステイ 

 

3 月 25 日（日）  

ホームステイから再集合，ホームステイ感想報告会 
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3 月 26 日（月） 

【文化体験】韓服試着，伝統工芸 

【視察】景福宮，北村韓屋村 

 

3 月 27 日（火） 

（慶州へ移動）【視察】瞻星台，仏国寺，国立慶州博物館，慶州東宮・月池 

 

3 月 28 日（水）  

【視察】甘川文化村，朝鮮通信使歴史館 

成果報告会 

 

3 月 29 日（木） 

金海国際空港から帰国 

 

３．プログラム記録写真  

  

3 月 21 日【表敬訪問】国立国際教育院 

（京畿道城南市） 

3 月 21 日【学校訪問・交流】水原大学校 

（京畿道華城市） 

  

3 月 22 日【学校訪問・交流】慶煕大学校国

際キャンパス（京畿道龍仁市） 

3 月 22 日【視察】サムスンイノベーション

ミュージアム（京畿道水原市） 
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3 月 23 日【視察】DMZ 見学プログラム 

（京畿道坡州市） 

3 月 23 日【講義】日韓文化比較について 

（京畿道華城市） 

  

3 月 23 日【交流】ホームステイ対面式 

（京畿道華城市） 
3 月 26 日【視察】景福宮（ソウル特別市） 

  

3 月 26 日【文化体験】伝統工芸 

（ソウル特別市） 

3 月 27 日【視察】仏国寺 

（慶尚北道慶州市） 
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3 月 28 日【視察】甘川文化村 

（釜山広域市） 

3 月 28 日【視察】朝鮮通信使歴史館 

（釜山広域市） 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 日本 大学生 

交流した韓国の学生が日本への関心が高く驚いた。交流を通して，日本の学生スタイ

ルを伝えることができた。今後も連絡を取り合い，関係を続けていきたい。韓国の学生

が日本に来る際は，ぜひ案内したい。 

 

◆ 日本 大学生 

 ホームステイを通して，韓国人の「おもてなし」の心を感じた。今後は上手にコミュ

ニケーションを取れるように韓国語を学びたい。これからも日本と韓国が少しでも歩み

寄れるような活動に参加したい。そのためにも，今回のプログラムで学んだことをＳＮ

Ｓで発信するなどし，友人に伝えていきたい。 

  

◆ 日本 大学生 

 出会った韓国人の皆さんに，日本が好きだと言ってもらい感激した。人と人とが出会

う交流の大切さを感じた。自分自身も日本についてもっと説明できるようになり，日韓

関係のことについても，知識を重ね，もっと話せるように学んでいきたい。日韓友好の

架け橋になりたい。 

  

◆ 日本 大学生 

 今後，人文学系の研究者を目指している。今回のプログラムで学んだ，文化や社会を

分析する際に歴史的観点から捉えること，ただ書物等を読むだけではなく，現地へ赴き

人とのつながりの構築の中で知識を確かめていくことを大切にしていきたい。 
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５．受入れ側の感想 

◆ 訪問学校（教員） 

 日本の大学生を迎え，日本語を学ぶ学生たちとの交流が実現した。日本の大学生から，

日本の魅力を紹介してもらい，日韓の学生生活についても討論を行ったが，学生たちの

良い刺激となったと思う。学生同士仲良くなり，その後も交流が続いているようで嬉し

い。今後もぜひこのような交流活動を続けていきたい。 

 

◆ 訪問学校（大学生） 

 日本の学生との良い交流となった。交流を通して，日韓の学生生活の相違点などにつ

いて意見交換することで，お互いについてもっと知ることができた。 

  

◆ ホームステイ受入学生 

最初は緊張したが，日本の学生がとても楽しんで過ごしてくれて嬉しかった。同年代

の大学生同士色々な話もでき，仲良くなれた。これからも連絡を取り合い，次はぜひ日

本で再会したい。 

 

６．参加者の対外発信 

 

 

日本大学生訪韓団第2団の活動について紹

介。 

日本大学生訪韓団第 2 団の活動について,

日本語・英語で紹介。 
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日本大学生訪韓団第2団の活動について紹

介。 

日本大学生訪韓団第 2 団の団体 Facebook

ページを新たに作成し,運営。訪韓中に,活

動内容を紹介。各団員の Facebook 投稿も

シェアした。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

  

学校訪問での交流やホームステイ，各種視察についての感想や，帰国後のアクション・

プランについて発表した。代表的なアクション・プランとしては，「今回の経験を所属

の大学のホームページや学生団体活動時に発表したい」「将来，研究者になって今回の

経験を活かしたい」「大学卒業後，韓国に関連する仕事をしたい」などの内容があった。 

 


